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イシカワシラウオ　Salangichthysishikawa＿i

WAKIYA et TAKAIJASI　の生活について

∬　漁獲量・漁場について

堀　　　義　彦

最近の茨城県のしらす船曳網漁業の主な対象漁種は，シラス（カタクチイワシ稚魚Engr aulil

S japOnica（HouTTUYN））・コーナゴ（イカナゴ稚魚Ammodyt es per．

80na t u B GI RARD）であり．年によってカスゴ（チダイ稚魚Evynni8　Ta pon－

i ca TANAEA）も対象にそっている。そして，統計には示されてい75，いが・これら三種のほか

に重要な魚種としてホンゾラウオ（イシャワシラウオSalangich thys iShikawai

WAEIYA e t TAXAlTASI）が挙げられる。

ホンノラウオはシラスとともにほぼ周年漁獲され，最も単価の高い魚種であり．稚魚から産卵親魚せ

で対象となる点でも，他の三確と異をっている凸従来，本種に関する報告はいくつかあるが・漁獲量・

漁場に関するものは少ない。ここでは，昭和42年から同45年までの標本船報告書を整理した結果を

述べる。

本論に入るうえに，牒本船（金長九・朝栄九・亀栄九・清進九・平勝丸）の方々・および・漁況情軸

・採集をどに協力してい舟だいた大洗漁業協同組合・内藤知夫氏，大津漁業脇同組合・田沢華氏にお礼

申しあげ，また，本報告の校訂をお頗hした当7k産試験場長・斉藤不二育氏に感謝いたします。

方　　　法

月別漁獲量（図－2）は，昭和44年7月から昭和45年占月壇での一年間について・大洗漁協の出

漁日ととの船別水場伝票から算出した。その駄本種はシラスと区別して記載されていないので，晦当

り単価をめやすとした。日別一投網当り漁獲量（図一5ト漁場と漁場別1投網当り漁獲量（図－4・

図－5）は標本船の朝告結果から貸出し，漁場範囲はおよそ5分間隔とし衆0榛本船は大洗漁協所属船

2集と大津漁協所属船2隻であるが，後者は昭和45年のみである05分間隔ととの主な沿岸地名を図

－1に示した。
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結　　　果

大洗漁協の月別漁獲量をみると（図－2），年間総量は約25

トンで，12・1月と5月・9月が多く，4・5月と7・8月が

少たかった。夜お，当漁業の専従船は大洗地区が最も多く．他の

地区では例年秋季の出漁船がほとんど覆い。また，当漁業は1月

21日から2月末日まで禁漁期間となって∵′1る。1投網当り漁獲

量をみると（図－5），10晦前後あるい庖20KPの列もみられ

るが・5相前後以下が普通で・時期的には昭和42年が5月中旬，

、J　　その他の年がd月中旬に漁獲されはじめ．その後季節別でも年別

でもあせり差が香いようであった0なお，他魚櫛との混狸はいず

れもシラスでコーナゴ・カスゴとの記載例はなく，混獲割合わ不

明をものは等分して示した。

年別の漁場を見ると（図－4），昭和42年が会瀬周辺か場及

上周辺，同45年が大洗周辺から大津周辺．同44・45年が県

南端部を除いた全域に分布し，水深では5，乃以茂で，多くは27乃

前後であっ舟。漁場別平均漁獲量は10晦以下が普通であり，各

年とも上ヒ穀的高い値を示した漁場は大洗・久慈・川尻・玉田・鹿

島等の各周辺であったD

J

ヨ

図1沿岸主要地名

7月　　　　　　9　　　　　11

（8－14） （545）

図2　大洗月別漁獲量
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漁場とその平均漁鐘量を季

節別に斗ると（図－5），春

季は各年とも大洗と久慈周辺

が多く，年によって鹿島周辺

・大津間辺にも見られ，夏季

は大洗周辺から北側に分布し

会瀬・川尻周辺に高い値が見

られ，秋季は夏季と同様の分

布に加えて南1側にも広く分布

していた。冬季は，漁獲記録

が少をいが，昭和4　4年の例

でみると大洗・久慈周辺であ

った。
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図4　年別漁場と1日1投網当り漁獲量
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考　　　察

シラウオ属魚類にはソラウオS．mi c rod onとイシカワシラウオS．i s hikawaiの

二種が知られているが（松原・占5），本県沿岸産のものに関する最近の報告〔矢口等－54）

藤本・′54，掘出▲54，浅野等・・55，渡辺等・■87）では，いずれも前者となっている。しかし

前報（堀・d9）と．その後の観察結果，およびそき1それの報告に示されている採集時期・場所・

卵径などから，それらはいずれもイシカワシラウオと考えられる。本櫛の漁獲盛期は従来の報告〔藤

本：154，堀田　●54）によると5月から5月と語っているが，本朝告の結果では12月から5月

となり．4・5月は最も少ない時期となる。そして，4・5月が少ない理由として，産卵末期である

こと，ふ化後の稚魚の体長が1仰台で小さく識別が容易でたいこと，この期間のシラスの量が多いこ

とをどが挙げられる。年間漁獲量は大洗漁協の1年間だけの結果であり，年別の推移は明らかでたい

が，1投網当り漁獲量の年別の差をみると安定しているように思われるの

分布については図－4をみると年別の差があるような結果が示されているが，これは当漁業の他の

魚種も含めた漁況，とくにシラスの年別要による操業範囲のかたよりによるものであり，本種の分布

域は渡辺等（19占7）の県南部での漁獲例を加えると沿岸全域となる。また．浅利等（19占7）

は福島県沿岸での分布を報告して1ハ’る。本種の移動については産卵期に河口域に集合することが知ら
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図5　季節別漁場と1日1投網当　り漁獲量
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れ（堀田1954），幽－5の結果からみても．低娘城でふ化し舟稚魚は成長とともに沿岸に広く分

布し，産卵掛′こ再び低裾域に集合すると推定されるが，魚体測定資料あるいは冬季の報告が十分でな

いため，発育段階別（佐藤1985）に検討することが出来なかった。

本種の漁獲量はシラス・コーナゴに比べてはるかに少ないが，魚価は最も高く（晦当りム0□～1．

00□円）水揚金額からみるとコrナゴを上まわっていると推定される。しかし．最近の沿岸壌境の

悪化は急速であれ本種のように仕せれてから寿命となるまで（1年），沿岸域のみを生活域とし

ている生物に対する影響は大きいと推察され，将来その姿を見ることが出来なくそるかも知れかハ。

要　　　約

本種の漁期は8月から翌年5月までであり，盛期は12月から5月である。1投網当り漁獲量は5

相前後以下で，漁場は水深2椚前後のほぼ全域である。分布を季節的にみると．夏季と秋季は広く，

春季と冬季は炊く浸っていた。
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